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 ICP-MS 分析による 15 元素の検量線は全て良好な直線性を示し、極低濃度（ppt レベル）まで一斉
分析が可能であった。ホウロウ製鍋については、PIXE により原料として含有されていた Al、Zn、Sb、










 本研究で溶出された 15 元素は、低濃度または極低濃度であり、既存の知見を踏まえると、通常の調
理での使用条件においては、元素の溶出による健康影響が生じるおそれは少ないことが示されたと考
えられる。現在、国際的に容器・包装の安全性が重要視され、調理器具から溶出する微量元素の規格
基準設定に向けた動きが見られている中で、本研究で得られたデータは有用であると考えられる。 
 
